The characteristics of gene expression patterns and introns in dicyemid mesozoans by オギノ, カズトヨ & 荻野, 一豊
Osaka University








― 355 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（理 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１７６３  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            理学研究科生物科学専攻 
学 位 論 文 名  The characteristics of gene expression patterns and introns in 
            dicyemid mesozoans 
            （中生動物ニハイチュウにおける遺伝子発現パターンとイントロンの特 
            徴） 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 常木和日子 
            （副査） 
            教 授 西田 宏記  准教授 久冨  修  准教授 古屋 秀隆 
論 文 内 容 の 要 旨 











 ニハイチュウの体皮細胞は、前端部の極帽と胴部体皮細胞の２種類に分けられる。20 種の cDNA の発現を whole 





 cDNA 配列と対応するゲノム断片の比較を行い、40 種の遺伝子から 210 個のイントロンを同定した。得られたイ
ントロンの長さの平均は 26 bp であり、既知のイントロンのなかでも最小例の一つであった。構造においても、ブラ
ンチングサイトとポリピリミジントラクトが見られず特殊化していた。一般に動物のイントロンの長さには大きな幅
があるが、同定されたニハイチュウのイントロンは、その 96％が 21～30 bp でばらつきがなかった。このことから、
ニハイチュウのイントロンはゲノム全体で小型化したと考えられる。ブランチングサイトなどを持たず平均 25 bp の
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は中生動物ニハイチュウの細胞分化とゲノムの特徴に関する研究成果をまとめたものである。ニハイチュウ







 ①ニハイチュウの体皮細胞は、前端部の極帽と胴部体皮細胞の２種類に分けられる。20 種の cDNA の発現を whole 





 ②cDNA 配列と、対応するゲノム断片の比較を行い、40 種の遺伝子から 210 個のイントロンを同定した。得られ
たイントロンの長さの平均は 26 bp であり、既知のイントロンのなかでも最小例の一つであった。構造においても、
ブランチングサイトとポリピリミジントラクトが見られず特殊化していた。一般に動物のイントロンの長さには大き
な幅があるが、同定されたニハイチュウのイントロンは、その 96％が 21～30 bp でばらつきがわずかであった。こ
のことから、ニハイチュウのイントロンはゲノム全体においても小型化したと考えられる。同じくブランチングサイ
トなどを持たず平均 25 bp のイントロンを持つゾウリムシでは、EST 解析の結果から選択的スプライシングが起きて
いない可能性が示されており、ニハイチュウでも選択的スプライシングが起きていないことが十分に考えられる。す
なわち、トランスクリプトームの複雑性の減少が、体制の二次的単純化をもたらした可能性が示唆されるのである。 
 以上はニハイチュウに関する貴重な新知見であり、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認
める。 
